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(57)【要約】

【課題】両ワーク２，３が少なくとも一部において互い

に重なり且つ位置ずれを生じないように係合してなるプ

レス成形品１を得る。

【解決手段】両ワーク２，３各々を互いに重ねることな

く加熱し、加熱された両ワーク２，３を上型４と下型５

の間に搬入して、第１ワーク２の上に第２ワーク３が重

なった姿勢にし、上型４を下降させるプレス工程により

、両ワーク２，３が各々の少なくとも一部において互い

に重なったプレス成形品１を得る。プレス工程の前後に

おいて、両ワーク２，３を又は第２ワーク３のみを塑性

変形させるためのかしめ工具６を上型４とは独立して下

降させることにより、第１ワーク２と第２ワーク３との

重なり部分を互いに係合してずれない状態にする。

【選択図】図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 第 １ ワ ー ク と 第 ２ ワ ー ク を 各 々 の 少 な く と も 一 部 が 互 い に 重 な っ た 成 形 品 に 加 工 す る 熱

間 プ レ ス 加 工 方 法 で あ っ て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、

　 加 熱 さ れ た 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を プ レ ス 成 形 用 の 上 型 と 下 型 の 間 に 搬 入

し て 、 該 第 １ ワ ー ク の 上 に 該 第 ２ ワ ー ク が 重 な っ た 姿 勢 に す る 搬 入 工 程 と 、

　 上 記 上 型 を 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク が 各 々 の 少 な く と

も 一 部 に お い て 互 い に 重 な っ た プ レ ス 成 形 品 を 得 る プ レ ス 工 程 と 、

　 上 記 プ レ ス 工 程 の 後 に 、 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を 冷 却 す る 冷 却 工 程 と を 備

え 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク と の 重 な り 部 分 が 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に な る

よ う に 、 該 第 １ ワ ー ク 及 び 該 第 ２ ワ ー ク を 、 又 は 該 第 ２ ワ ー ク の み を 塑 性 変 形 さ せ る 型 具

を 有 し て い て 、

　 上 記 プ レ ス 工 程 の 前 後 に お い て 、 上 記 型 具 を 上 記 上 型 と は 独 立 し て 下 降 さ せ る こ と に よ

り 、 上 記 重 な り 部 分 を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に し 、

　 し か る 後 、 上 記 冷 却 工 程 に 入 る こ と を 特 徴 と す る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ に お い て 、

　 上 記 冷 却 工 程 の 前 又 は 直 後 に 、 上 記 型 具 を 上 記 上 型 と は 独 立 し て 上 昇 さ せ る こ と を 特 徴

と す る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 ２ に お い て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に 向 か っ て 開 口 し た 係 合

凹 部 を 有 し て い て 、

　 上 記 型 具 に よ り 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上 記 第 １ ワ ー ク の 上 記 係 合 凹 部 に 対 応 す る 部

位 を 塑 性 変 形 さ せ て 該 係 合 凹 部 に 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 。

【 請 求 項 ４ 】

　 請 求 項 ２ に お い て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に 向 か っ て 開 口 し た 係 合

孔 を 有 し て い て 、

　 上 記 型 具 に よ り 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上 記 第 １ ワ ー ク の 上 記 係 合 孔 に 対 応 す る 部 位

を 塑 性 変 形 さ せ て 該 係 合 孔 の 縁 に 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 。

【 請 求 項 ５ 】

　 請 求 項 １ 乃 至 請 求 項 ４ の い ず れ か 一 に お い て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク と に よ っ て 断 面 ハ ッ ト 状 の 成 形 品 を 得 る こ と を 特 徴 と

す る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 。

【 請 求 項 ６ 】

　 請 求 項 ５ に お い て 、

　 上 記 断 面 ハ ッ ト 状 の 成 形 品 が 自 動 車 の 車 体 構 成 部 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 間 プ レ ス

加 工 方 法 。

【 請 求 項 ７ 】

　 請 求 項 ５ に お い て 、

　 上 記 断 面 ハ ッ ト 状 の 成 形 品 が 自 動 車 の 車 体 の 骨 格 構 成 部 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 間

プ レ ス 加 工 方 法 。

【 請 求 項 ８ 】

　 請 求 項 ５ に お い て 、

　 上 記 断 面 ハ ッ ト 状 の 成 形 品 が 自 動 車 の ピ ラ ー 部 品 で あ る こ と を 特 徴 と す る 熱 間 プ レ ス 加

工 方 法 。

【 請 求 項 ９ 】
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　 第 １ ワ ー ク と 第 ２ ワ ー ク を 各 々 の 少 な く と も 一 部 が 互 い に 重 な っ た 成 形 品 に 加 工 す る 熱

間 プ レ ス 加 工 装 置 で あ っ て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク が 各 々 の 少 な く と も 一 部 に お い て 互 い に 重 な っ た 成 形

品 を 得 る た め の プ レ ス 成 形 用 の 上 型 及 び 下 型 と 、

　 上 記 上 型 及 び 上 記 下 型 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ 、 プ レ ス 成 形 さ れ た 上 記 第 １ ワ ー ク

及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を 冷 却 す る た め の 冷 媒 を 供 給 す る 冷 媒 流 路 と 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、

　 加 熱 さ れ た 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を 上 記 上 型 及 び 上 記 下 型 の 間 に 搬 入 し て

、 該 第 １ ワ ー ク の 上 に 該 第 ２ ワ ー ク が 重 な っ た 姿 勢 に す る 搬 入 装 置 と 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク と の 重 な り 部 分 が 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に な る

よ う に 、 該 第 １ ワ ー ク 及 び 該 第 ２ ワ ー ク を 、 又 は 該 第 ２ ワ ー ク の み を 塑 性 変 形 さ せ る 型 具

と 、

　 上 記 型 具 を 上 記 上 型 と は 独 立 し て 上 下 方 向 に 変 位 さ せ る 変 位 機 構 と を 備 え た こ と を 特 徴

と す る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 。

【 請 求 項 １ ０ 】

　 請 求 項 ９ に お い て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に 向 か っ て 開 口 し た 係 合

凹 部 を 有 し て い て 、

　 上 記 型 具 は 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上 記 第 １ ワ ー ク の 上 記 係 合 凹 部 に 対 応 す る 部 位 を

塑 性 変 形 さ せ て 該 係 合 凹 部 に 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 。

【 請 求 項 １ １ 】

　 請 求 項 ９ に お い て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に 向 か っ て 開 口 し た 係 合

孔 を 有 し て い て 、

　 上 記 型 具 は 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上 記 第 １ ワ ー ク の 上 記 係 合 孔 に 対 応 す る 部 位 を 塑

性 変 形 さ せ て 該 係 合 孔 の 縁 に 係 合 さ せ る こ と を 特 徴 と す る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 。

【 請 求 項 １ ２ 】

　 請 求 項 ９ 乃 至 請 求 項 １ １ の い ず れ か 一 に お い て 、

　 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク と に よ っ て 断 面 ハ ッ ト 状 の 成 形 品 を 得 る こ と を 特 徴 と

す る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 。

【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 発 明 は 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 及 び 加 工 装 置 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 こ の 種 の 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 と し て 、 ２ 枚 以 上 の 金 属 板 を 各 々 の 少 な く と も 一 部 が 互 い

に 重 な っ た 成 形 品 に 加 工 す る 方 法 が 一 般 に 知 ら れ て い る 。 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に は 、 複 数

の 溶 着 部 で 接 合 さ れ て 重 ね 合 わ さ れ た ２ 枚 以 上 の 金 属 板 か ら な る 接 合 板 を 加 熱 す る 加 熱 工

程 と 、 成 形 凹 部 を 有 す る ダ イ と 該 成 形 凹 部 に 対 応 す る 成 形 凸 部 を 有 す る パ ン チ と の 間 に 接

合 板 を 配 置 す る 配 置 工 程 と 、 ダ イ と パ ン チ で 接 合 板 を プ レ ス す る こ と に よ り 成 形 凹 部 と 成

形 凸 部 に 対 応 し た 成 形 部 を 形 成 す る 成 形 工 程 と 、 を 備 え た 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 が 開 示 さ れ

て い る 。

【 先 行 技 術 文 献 】

【 特 許 文 献 】

【 ０ ０ ０ ３ 】

【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ７ － １ ４ ０ ６ ３ ６ 号 公 報

【 発 明 の 概 要 】

【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ４ 】
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　 特 許 文 献 １ に 記 載 の 方 法 で は 、 接 合 板 の 加 熱 工 程 に お い て 、 ２ 枚 の ワ ー ク （ 金 属 板 ） の

重 な っ た 部 分 の 温 度 上 昇 が 他 の 部 分 に 比 し て 遅 れ る こ と か ら 、 サ イ ク ル タ イ ム が 長 く な る

。 ま た 、 接 合 板 の 曲 げ 加 工 に お い て 、 ２ 枚 の ワ ー ク の 溶 着 部 （ ナ ゲ ッ ト ） に せ ん 断 力 が 加

わ っ て 、 そ の 溶 着 部 の 破 損 や ワ ー ク の 歪 み を 招 く 懸 念 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 溶 着 の 代 わ り に 型 具 を 設 け て 、 プ レ ス 成 形 の 際 に 、 金 型 内 で 型 具 に よ り ２ 枚 の ワ ー ク を

互 い に ず れ な い よ う に 係 合 さ せ る 方 法 が 考 え ら れ る 。 し か し 、 こ の 場 合 、 型 具 の 作 動 と ワ

ー ク の 冷 却 （ 焼 入 れ ） と の タ イ ミ ン グ に よ っ て は 、 ワ ー ク の 位 置 ず れ に よ る 成 形 不 良 、 型

具 の 作 動 不 良 又 は 損 傷 等 を 招 く 懸 念 が あ る 。

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 本 発 明 は 、 上 述 の 如 き 溶 着 部 を 予 め 設 け る こ と な く 、 ２ 枚 の ワ ー ク が 少 な く と も 一 部 に

お い て 互 い に 重 な り 且 つ 位 置 ず れ を 生 じ な い よ う に 係 合 し て な る プ レ ス 成 形 品 を 得 る こ と

、 そ し て 、 サ イ ク ル タ イ ム の 延 長 化 問 題 を 解 決 す る こ と を 課 題 と す る 。 ま た 、 型 具 の 耐 久

性 を 向 上 す る こ と を 課 題 と す る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 発 明 は 、 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 、 ２ 枚 の ワ ー ク 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱

し 、 両 ワ ー ク の プ レ ス 工 程 の 前 後 に お い て 、 型 具 を 金 型 と は 独 立 し て 作 動 さ せ て 両 ワ ー ク

を 互 い に ず れ な い よ う に し た 。

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 こ こ に 開 示 す る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 は 、 第 １ ワ ー ク と 第 ２ ワ ー ク を 各 々 の 少 な く と も 一

部 が 互 い に 重 な っ た 成 形 品 に 加 工 す る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 で あ っ て 、 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び

上 記 第 ２ ワ ー ク 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、 加 熱 さ れ た 上 記 第 １ ワ

ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を プ レ ス 成 形 用 の 上 型 と 下 型 の 間 に 搬 入 し て 、 該 第 １ ワ ー ク の 上

に 該 第 ２ ワ ー ク が 重 な っ た 姿 勢 に す る 搬 入 工 程 と 、 上 記 上 型 を 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 上

記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク が 各 々 の 少 な く と も 一 部 に お い て 互 い に 重 な っ た プ レ ス 成

形 品 を 得 る プ レ ス 工 程 と 、 上 記 プ レ ス 工 程 の 後 に 、 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を

冷 却 す る 冷 却 工 程 と を 備 え 、 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク と の 重 な り 部 分 が 互 い に 係

合 し て ず れ な い 状 態 に な る よ う に 、 該 第 １ ワ ー ク 及 び 該 第 ２ ワ ー ク を 、 又 は 該 第 ２ ワ ー ク

の み を 塑 性 変 形 さ せ る 型 具 を 有 し て い て 、 上 記 プ レ ス 工 程 の 前 後 に お い て 、 上 記 型 具 を 上

記 上 型 と は 独 立 し て 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 上 記 重 な り 部 分 を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状

態 に し 、 し か る 後 、 上 記 冷 却 工 程 に 入 る こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 こ の 方 法 に よ れ ば 、 第 １ 及 び 第 ２ の 両 ワ ー ク 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱 す る か ら

、 両 ワ ー ク の 重 な り 部 分 の 温 度 上 昇 が 他 の 部 分 に 比 し て 遅 れ る こ と が な い 。 従 っ て 、 プ レ

ス 成 形 前 の ワ ー ク の 昇 温 に 時 間 が か か る こ と が 避 け ら れ る た め 、 サ イ ク ル タ イ ム の 短 縮 に

有 利 に な る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 ま た 、 プ レ ス 工 程 の 前 後 に お い て 、 型 具 を 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 両 ワ ー ク の 重 な り 部

分 を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ２ 枚 の ワ ー ク が 少 な く と

も 一 部 に お い て 互 い に 重 な り 且 つ 位 置 ず れ を 生 じ な い よ う に 係 合 し て な る プ レ ス 成 形 品 が

得 ら れ る （ 成 形 性 の 向 上 ） 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 こ の と き 、 両 ワ ー ク が 加 熱 さ れ た 状 態 で 、 型 具 を 上 型 と は 独 立 し て 下 降 さ せ る た め 、 型

具 の 作 動 不 良 及 び 損 傷 が 生 じ 難 く な る 。 従 っ て 、 型 具 の 耐 久 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 こ こ に 、 本 発 明 は 、 上 記 プ レ ス 成 形 後 に 両 ワ ー ク の 重 な り 部 分 に ス ポ ッ ト 溶 接 等 の 接 合

加 工 を 追 加 す る こ と を 排 除 す る も の で は な い 。 そ の よ う な 追 加 工 を 行 な う 場 合 で も 、 既 に

両 ワ ー ク が 互 い に ず れ な い よ う に 係 合 し て い る か ら 、 そ の 加 工 は 容 易 で あ り 、 例 え ば 、 ス

ポ ッ ト 溶 接 で あ れ ば 、 そ の 打 点 数 を 減 ら す こ と も 可 能 に な る 。
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【 ０ ０ １ ３ 】

　 従 っ て 、 本 発 明 は 、 両 ワ ー ク を プ レ ス 成 形 前 に 溶 着 さ せ る ケ ー ス に 比 べ て 、 追 加 工 を 行

な う 場 合 で も 、 サ イ ク ル タ イ ム が 長 く な る こ と は な く 、 か え っ て 、 そ の 短 縮 が 図 れ 、 し か

も 、 ナ ゲ ッ ト の 損 壊 に よ る 強 度 低 下 や 、 ワ ー ク の 歪 み も 避 け ら れ る 。

【 ０ ０ １ ４ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 上 記 冷 却 工 程 の 前 又 は 直 後 に 、 上 記 型 具 を 上 記 上 型 と は 独 立 し て 上 昇

さ せ る 。 こ れ に よ れ ば 、 冷 却 に よ る ワ ー ク の 熱 収 縮 前 に 、 型 具 を 上 型 と は 独 立 し て 上 昇 さ

せ て ワ ー ク か ら 抜 き 出 す た め 、 ワ ー ク か ら の 型 具 の 抜 き 出 し が 容 易 と な る 。 従 っ て 、 型 具

の 耐 久 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に 向 か

っ て 開 口 し た 係 合 凹 部 を 有 し て い て 、 上 記 型 具 に よ り 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上 記 第 １

ワ ー ク の 上 記 係 合 凹 部 に 対 応 す る 部 位 を 塑 性 変 形 さ せ て 該 係 合 凹 部 に 係 合 さ せ る 。 こ れ に

よ れ ば 、 第 ２ ワ ー ク に お け る 第 １ ワ ー ク の 係 合 凹 部 に 対 応 す る 部 位 を 該 係 合 凹 部 に 確 実 に

係 合 さ せ て 、 両 ワ ー ク を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ワ ー

ク の 成 形 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に 向 か

っ て 開 口 し た 係 合 孔 を 有 し て い て 、 上 記 型 具 に よ り 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上 記 第 １ ワ

ー ク の 上 記 係 合 孔 に 対 応 す る 部 位 を 塑 性 変 形 さ せ て 該 係 合 孔 の 縁 に 係 合 さ せ る 。 こ れ に よ

れ ば 、 第 ２ ワ ー ク に お け る 第 １ ワ ー ク の 係 合 孔 に 対 応 す る 部 位 を 該 係 合 孔 の 縁 に 確 実 に 係

合 さ せ て 、 両 ワ ー ク を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 ワ ー ク

の 成 形 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 一 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク と に よ っ て 断 面 ハ ッ ト 状 の 成 形 品 を

得 る 。 例 え ば 、 自 動 車 の 断 面 ハ ッ ト 状 車 体 構 成 部 品 、 車 体 の 断 面 ハ ッ ト 状 骨 格 構 成 部 品 、

又 は 自 動 車 の 断 面 ハ ッ ト 状 ピ ラ ー 部 品 を 得 る こ と が で き る 。

【 ０ ０ １ ８ 】

　 こ こ に 開 示 す る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 は 、 第 １ ワ ー ク と 第 ２ ワ ー ク を 各 々 の 少 な く と も 一

部 が 互 い に 重 な っ た 成 形 品 に 加 工 す る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 で あ っ て 、 上 記 第 １ ワ ー ク と 上

記 第 ２ ワ ー ク が 各 々 の 少 な く と も 一 部 に お い て 互 い に 重 な っ た 成 形 品 を 得 る た め の プ レ ス

成 形 用 の 上 型 及 び 下 型 と 、 上 記 上 型 及 び 上 記 下 型 の 少 な く と も 一 方 に 設 け ら れ 、 プ レ ス 成

形 さ れ た 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を 冷 却 す る た め の 冷 媒 を 供 給 す る 冷 媒 流 路 と

、 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱 す る 加 熱 装 置 と 、

加 熱 さ れ た 上 記 第 １ ワ ー ク 及 び 上 記 第 ２ ワ ー ク を 上 記 上 型 及 び 上 記 下 型 の 間 に 搬 入 し て 、

該 第 １ ワ ー ク の 上 に 該 第 ２ ワ ー ク が 重 な っ た 姿 勢 に す る 搬 入 装 置 と 、 上 記 第 １ ワ ー ク と 上

記 第 ２ ワ ー ク と の 重 な り 部 分 が 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に な る よ う に 、 該 第 １ ワ ー ク

及 び 該 第 ２ ワ ー ク を 、 又 は 該 第 ２ ワ ー ク の み を 塑 性 変 形 さ せ る 型 具 と 、 上 記 型 具 を 上 記 上

型 と は 独 立 し て 上 下 方 向 に 変 位 さ せ る 変 位 機 構 と を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 。

【 ０ ０ １ ９ 】

　 こ れ に よ れ ば 、 上 記 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 を 実 施 し て 、 サ イ ク ル タ イ ム の 短 縮 を 図 り な が

ら 、 第 １ ワ ー ク と 第 ２ ワ ー ク が 互 い に ず れ な い よ う に 係 合 し た プ レ ス 成 形 品 を 得 る こ と が

で き る 。 ま た 、 型 具 の 耐 久 性 を 向 上 す る こ と が で き る 。

【 ０ ０ ２ ０ 】

　 上 記 装 置 の 一 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ

ー ク に 向 か っ て 開 口 し た 係 合 凹 部 を 有 し て い て 、 上 記 型 具 は 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上

記 第 １ ワ ー ク の 上 記 係 合 凹 部 に 対 応 す る 部 位 を 塑 性 変 形 さ せ て 該 係 合 凹 部 に 係 合 さ せ る こ

と を 特 徴 と す る 。 こ れ に よ れ ば 、 第 ２ ワ ー ク に お け る 第 １ ワ ー ク の 係 合 凹 部 に 対 応 す る 部

位 を 該 係 合 凹 部 に 確 実 に 係 合 さ せ て 、 両 ワ ー ク を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に す る こ と

が で き る 。 従 っ て 、 ワ ー ク の 成 形 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。
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【 ０ ０ ２ １ 】

　 上 記 装 置 の 一 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ ワ ー ク は 、 上 記 重 な り 部 分 に お い て 、 上 記 第 ２ ワ

ー ク に 向 か っ て 開 口 し た 係 合 孔 を 有 し て い て 、 上 記 型 具 は 、 上 記 第 ２ ワ ー ク に お け る 上 記

第 １ ワ ー ク の 上 記 係 合 孔 に 対 応 す る 部 位 を 塑 性 変 形 さ せ て 該 係 合 孔 の 縁 に 係 合 さ せ る こ と

を 特 徴 と す る 。 こ れ に よ れ ば 、 第 ２ ワ ー ク に お け る 第 １ ワ ー ク の 係 合 孔 に 対 応 す る 部 位 を

該 係 合 孔 の 縁 に 確 実 に 係 合 さ せ て 、 両 ワ ー ク を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に す る こ と が

で き る 。 従 っ て 、 ワ ー ク の 成 形 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。

【 ０ ０ ２ ２ 】

　 上 記 装 置 の 一 実 施 形 態 で は 、 上 記 第 １ ワ ー ク と 上 記 第 ２ ワ ー ク と に よ っ て 断 面 ハ ッ ト 状

の 成 形 品 を 得 る 。 例 え ば 、 自 動 車 の 断 面 ハ ッ ト 状 車 体 構 成 部 品 、 車 体 の 断 面 ハ ッ ト 状 骨 格

構 成 部 品 、 又 は 自 動 車 の 断 面 ハ ッ ト 状 ピ ラ ー 部 品 を 得 る こ と が で き る 。

【 発 明 の 効 果 】

【 ０ ０ ２ ３ 】

　 本 発 明 に 係 る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 、 加 工 装 置 に よ れ ば 、 サ イ ク ル タ イ ム の 短 縮 を 図 り な

が ら 、 第 １ ワ ー ク と 第 ２ ワ ー ク が 互 い に ず れ な い よ う に 係 合 し た プ レ ス 成 形 品 を 得 る こ と

が で き る 。 ま た 、 型 具 の 耐 久 性 を 向 上 す る こ と が で き る

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ ２ ４ 】

【 図 １ 】 実 施 形 態 １ に 係 る プ レ ス 成 形 品 の 断 面 図 。

【 図 ２ 】 実 施 形 態 １ に 係 る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 概 略 構 成 を 示 す 図 。

【 図 ３ 】 同 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 上 型 と 下 型 の 間 に ワ ー ク を 搬 入 し た 状 態 を 示 す 断 面 図 。

【 図 ４ 】 同 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 加 熱 装 置 に よ り 、 ワ ー ク を 加 熱 す る 状 態 を 示 す 断 面 図 。

【 図 ５ 】 同 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 加 熱 装 置 か ら ワ ー ク を 取 り 出 す 状 態 を 示 す 平 面 図 。

【 図 ６ 】 同 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 搬 入 装 置 に よ り 、 ワ ー ク を 上 型 と 下 型 の 間 に 搬 入 す る 前

後 の 状 態 を 示 す 説 明 図 。

【 図 ７ 】 同 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 上 型 を 下 降 さ せ た 状 態 を 示 す 断 面 図 。

【 図 ８ 】 同 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 型 具 を 下 降 さ せ た 状 態 を 示 す 断 面 図 。

【 図 ９ 】 同 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 型 具 を 上 昇 さ せ た 状 態 を 示 す 断 面 図 。

【 図 １ ０ 】 実 施 形 態 ２ に 係 る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 型 具 を 下 降 さ せ る 前 後 の 状 態 を 示 す 拡

大 断 面 図 。

【 図 １ １ 】 実 施 形 態 ３ に 係 る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 の 型 具 を 下 降 さ せ る 前 後 の 状 態 を 示 す 拡

大 断 面 図 。

【 図 １ ２ 】 加 熱 装 置 の 変 形 例 を 示 す 図 ４ 相 当 図 。

【 図 １ ３ 】 加 熱 装 置 か ら ワ ー ク を 取 り 出 す 状 態 の 変 形 例 を 示 す 断 面 図 。

【 図 １ ４ 】 搬 入 装 置 の 変 形 例 を 示 す 図 ６ 相 当 図 。

【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】

【 ０ ０ ２ ５ 】

　 以 下 、 本 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 を 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 以 下 の 好 ま し い 実 施 形

態 の 説 明 は 、 本 質 的 に 例 示 に 過 ぎ ず 、 本 発 明 、 そ の 適 用 物 或 い は そ の 用 途 を 制 限 す る こ と

を 意 図 す る も の で は な い 。

【 ０ ０ ２ ６ 】

　 ＜ 実 施 形 態 １ ＞

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 ）

　 図 １ 乃 至 図 ９ に 本 実 施 形 態 に 係 る 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 Ｓ を 示 す 。 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 Ｓ

は 、 プ レ ス 成 形 に よ り 、 図 １ に 示 す 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ を 各 々 の 少 な く と も 一 部

が 互 い に 重 な っ た プ レ ス 成 形 品 １ に 加 工 す る も の で あ る 。

【 ０ ０ ２ ７ 】

　 図 １ に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 の プ レ ス 成 形 品 １ は 、 断 面 形 状 が ハ ッ ト 状 で あ り 、 具 体

的 に は 、 自 動 車 の 車 体 の 骨 格 を 構 成 す る ピ ラ ー 部 品 で あ る 。 第 ２ ワ ー ク ３ が フ ラ ン ジ ３ ａ

を 有 す る 断 面 ハ ッ ト 状 の ピ ラ ー 本 体 を 形 成 し 、 第 １ ワ ー ク ２ が ピ ラ ー 本 体 を 内 側 か ら 補 強
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す る 断 面 ハ ッ ト 状 の 補 強 パ ッ チ （ 言 わ ば 、 内 パ ッ チ 構 造 ） に な っ て い る 。

【 ０ ０ ２ ８ 】

　 図 ２ に 示 す よ う に 、 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 Ｓ は 、 プ レ ス 成 形 品 １ を 得 る た め の 金 型 、 す な

わ ち 、 プ レ ス 成 形 用 の 上 型 ４ 及 び 下 型 ５ と 、 プ レ ス 成 形 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 冷 却 す る

た め の 冷 媒 を 供 給 す る 冷 媒 流 路 （ 図 示 省 略 ） と 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 加 熱 す る 加 熱 装 置 ２ ０

と 、 加 熱 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 上 型 ４ 及 び 下 型 ５ の 間 に 搬 入 す る 搬 入 装 置 ３ ０ と 、 第 １

ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ と の 重 な り 部 分 が 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に 塑 性 変 形 さ せ る

型 具 と し て の か し め 工 具 （ 図 示 省 略 ） と 、 か し め 工 具 を 上 型 ４ と は 独 立 し て 上 下 方 向 に 変

位 さ せ る 変 位 機 構 と し て の 油 圧 シ リ ン ダ （ 図 示 省 略 ） と を 備 え る 。

【 ０ ０ ２ ９ 】

　 こ の 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 Ｓ で は 、 加 熱 装 置 ２ ０ に よ り 両 ワ ー ク ２ ， ３ が 加 熱 さ れ 、 加 熱

さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ が 搬 入 装 置 ３ ０ に よ り 上 型 ４ 及 び 下 型 ５ の 間 に 搬 入 さ れ 、 上 型 ４ 及

び 下 型 ５ に よ り 両 ワ ー ク ２ ， ３ が プ レ ス 成 形 さ れ る こ と に よ り 、 プ レ ス 成 形 品 １ が 得 ら れ

る 。

【 ０ ０ ３ ０ 】

　 ［ 上 型 及 び 下 型 ］

　 図 ３ に 示 す よ う に 、 下 型 ５ は 、 上 方 に 突 出 し た 凸 状 成 形 面 ５ ａ を 備 え て い る 。 上 型 ４ は

、 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ に 対 応 す る 凹 状 成 形 面 ４ ａ を 備 え て い る 。 ま た 、 下 型 ５ の 凸 状

成 形 面 ５ ａ の 頂 部 に は 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 位 置 決 め す る た め の ピ ン ８ が 取 り 付 け ら れ て い

る 。 上 型 ４ は 、 下 型 ５ の ピ ン ８ を 挿 通 す る た め の 上 下 方 向 の 貫 通 孔 又 は 溝 （ 図 示 省 略 ） と

、 こ の 貫 通 孔 又 は 溝 と は 異 な る 位 置 に か し め 工 具 ６ を 挿 通 す る た め の 上 下 方 向 の 貫 通 孔 又

は 溝 ４ ｂ と を 有 す る 。

【 ０ ０ ３ １ 】

　 上 型 ４ は 、 上 型 ホ ル ダ ９ に 固 定 さ れ て い る 。 上 型 ホ ル ダ ９ は 、 上 下 に 重 ね た ベ ー ス プ レ

ー ト １ ０ と 上 型 プ レ ー ト １ １ と か ら な る 。 ベ ー ス プ レ ー ト １ ０ に は 、 プ レ ス 機 械 の 昇 降 す

る ス ラ イ ダ （ 図 示 省 略 ） が 取 り 付 け ら れ お り 、 こ の ス ラ イ ダ の 昇 降 に よ り 、 下 型 ５ に 接 近

し た プ レ ス 位 置 と 、 下 型 ５ か ら 上 方 向 に 離 れ た 待 機 位 置 と に 上 型 ４ が 変 位 す る 。 こ の よ う

に 、 プ レ ス 機 械 の ス ラ イ ダ は 、 上 型 ４ を 上 下 方 向 に 変 位 さ せ る 上 型 ４ 専 用 の 変 位 機 構 を 構

成 し て い る 。 下 型 ５ は 、 下 型 ホ ル ダ １ ２ に 固 定 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ２ 】

　 ［ 冷 媒 流 路 ］

　 上 型 ４ 及 び 下 型 ５ に は 、 プ レ ス 成 形 品 １ を プ レ ス 状 態 で 型 冷 却 す る た め の 液 状 冷 媒 （ 例

え ば 、 冷 却 水 ） が 供 給 さ れ る 冷 媒 流 路 １ ３ ， １ ４ が 設 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ３ 】

　 ［ ワ ー ク ］

　 上 型 ４ 及 び 下 型 ５ に よ り プ レ ス 成 形 さ れ る 両 ワ ー ク ２ ， ３ は 、 と も に 平 板 状 の ブ ラ ン ク

材 で あ る 。 両 ワ ー ク ２ ， ３ は 、 そ の 上 面 に 下 型 ５ の ピ ン ８ に 挿 通 さ せ て 嵌 め る た め の 第 １

及 び 第 ２ 貫 通 孔 ２ ａ ， ３ ｂ を 各 々 有 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ４ 】

　 ［ か し め 工 具 ］

　 か し め 工 具 ６ は 、 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ と の 重 な り 部 分 が 互 い に 係 合 し て ず れ な

い 状 態 に な る よ う に 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 、 又 は 第 ２ ワ ー ク ３ の み を 塑 性 変 形 さ せ る も の で

あ る 。 か し め 工 具 ６ は 、 ワ ー ク ２ ， ３ の 長 手 方 向 に 沿 っ て 間 隔 を あ け て 複 数 設 け ら れ 、 そ

の 基 端 ６ ａ が 上 型 プ レ ー ト １ １ の 下 面 に 取 り 付 け ら れ て い る 。 か し め 工 具 ６ は 、 そ の 断 面

が 円 状 、 楕 円 状 又 は 多 角 形 状 の 金 属 部 材 等 が 使 用 さ れ る 。 か し め 工 具 ６ の 外 径 は 、 上 型 ４

の 大 き さ 、 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ と の 重 な り 部 分 の 大 き さ 、 か し め 工 具 ６ の 数 等 、

プ レ ス 成 形 の 条 件 に よ っ て 決 定 す れ ば よ い 。 ま た 、 か し め 工 具 ６ の 先 端 ６ ｂ は 、 略 球 面 状

又 は 略 平 面 状 で あ る 。

【 ０ ０ ３ ５ 】

　 ［ 油 圧 シ リ ン ダ ］
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　 油 圧 シ リ ン ダ ７ は 、 上 型 プ レ ー ト １ １ と 上 型 ４ と の 間 に 複 数 （ 図 ３ で は ２ つ ） 連 結 さ れ

て い る 。 こ の 油 圧 シ リ ン ダ ７ の 作 動 に よ り 、 上 型 プ レ ー ト １ １ に 取 り 付 け ら れ た か し め 工

具 ６ は 、 図 ８ に 示 す よ う に 、 そ の 先 端 ６ ｂ が 第 ２ ワ ー ク ３ に 接 近 し た 係 合 位 置 と 、 図 ９ に

示 す よ う に 、 そ の 先 端 ６ ｂ が 第 ２ ワ ー ク ３ の 上 面 か ら 上 方 向 に 少 し 離 れ た 待 機 位 置 と に 変

位 す る 。 こ の よ う に 、 油 圧 シ リ ン ダ ７ は 、 か し め 工 具 ６ を 上 型 ４ と は 独 立 し て 上 下 方 向 に

変 位 さ せ る か し め 工 具 ６ 専 用 の 変 位 機 構 を 構 成 し て い る 。

【 ０ ０ ３ ６ 】

　 ［ 加 熱 装 置 ］

　 加 熱 装 置 ２ ０ は 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 所 定 温 度 （ オ ー ス テ ナ イ

ト 温 度 域 ） に 加 熱 す る も の で あ る 。 そ の た め に 、 加 熱 装 置 ２ ０ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 両

ワ ー ク ２ ， ３ 各 々 を 加 熱 す る た め の 加 熱 炉 ２ １ を 有 す る 。 加 熱 炉 ２ １ 内 に は 、 両 ワ ー ク ２

， ３ を 同 一 平 面 上 に 間 隔 を あ け て 載 置 す る た め の 支 持 具 ２ ２ ， ２ ２ が 複 数 列 （ 図 ４ で は ２

列 ） に 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ７ 】

　 ［ 取 出 装 置 ］

　 図 ５ に 示 す よ う に 、 加 熱 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ は 、 取 出 装 置 ４ ０ に よ り 加 熱 装 置 ２ ０ か

ら 取 り 出 さ れ る 。 取 出 装 置 ４ ０ に は 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ 各 々 を 同 時 に 取 り 出 す た め の 取 出 台

４ １ ， ４ １ が ２ つ 設 け ら れ て い る 。 こ の 取 出 台 ４ １ ， ４ １ は 、 図 ４ に 示 す 加 熱 装 置 ２ ０ の

加 熱 炉 ２ １ 内 に 載 置 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 間 隔 に 対 応 す る よ う に 、 同 一 平 面 上 に 間 隔 を

あ け て 複 数 列 （ 図 ５ で は ２ 列 ） 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ８ 】

　 ［ 搬 入 装 置 ］

　 図 ６ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 搬 入 装 置 ３ ０ は 、 加 熱 装 置 ２ ０ か ら 加 熱 さ れ た 両 ワ

ー ク ２ ， ３ を 上 型 ４ と 下 型 ５ の 間 に 搬 入 し て 、 第 １ ワ ー ク ２ の 上 に 第 ２ ワ ー ク ３ が 重 な っ

た 姿 勢 に す る も の で あ る 。 そ の た め に 、 搬 入 装 置 ３ ０ は 、 第 １ ワ ー ク ２ を 運 搬 す る た め の

第 １ ホ ル ダ ３ ２ と 、 第 ２ ワ ー ク ３ を 運 搬 す る た め の 第 ２ ホ ル ダ ３ ３ と を 備 え て い る 。 第 １

ホ ル ダ ３ ２ と 第 ２ ホ ル ダ ３ ３ は 、 図 ５ に 示 す 取 出 装 置 ４ ０ の 取 出 台 ４ １ ， ４ １ 上 に 載 置 さ

れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 間 隔 に 対 応 す る よ う に 、 同 一 平 面 上 に 間 隔 を あ け て フ ィ ー ド バ ー ３

１ に 取 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ３ ９ 】

　 搬 入 装 置 ３ ０ は 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ に つ い て 、 取 出 装 置 ４ ０ か ら の 取 り 上 げ 、 下 型 ５ の 凸

状 成 形 面 ５ ａ の 上 方 へ の 移 送 、 及 び 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ へ の 載 置 を 行 な う べ く 、 フ ィ

ー ド バ ー ３ １ を ２ 次 元 モ ー シ ョ ン で 作 動 さ せ る 駆 動 装 置 を 備 え て い る 。

【 ０ ０ ４ ０ 】

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 ）

　 本 実 施 形 態 に 係 る 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 は 、 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ を 各 々 の 少 な く

と も 一 部 が 互 い に 重 な っ た プ レ ス 成 形 品 １ に 加 工 す る 方 法 で あ る 。 具 体 的 に は 、 両 ワ ー ク

２ ， ３ を 加 熱 す る 加 熱 工 程 と 、 加 熱 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 上 型 ４ と 下 型 ５ の 間 に 搬 入 す

る 搬 入 工 程 と 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ が 各 々 の 少 な く と も 一 部 に お い て 互 い に 重 な っ た プ レ ス 成

形 品 １ を 得 る プ レ ス 工 程 と 、 プ レ ス 工 程 の 後 に プ レ ス 成 形 品 １ を 冷 却 す る 冷 却 工 程 と を 備

え る 。

【 ０ ０ ４ １ 】

　 ［ 加 熱 工 程 ］

　 図 ４ に 示 す 加 熱 装 置 ２ ０ に よ り 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱 す る

。

【 ０ ０ ４ ２ 】

　 ［ 取 出 工 程 ］

　 加 熱 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 図 ５ に 示 す 取 出 装 置 ４ ０ に よ り 加 熱 装 置 ２ ０ か ら 取 り 出 す

。

【 ０ ０ ４ ３ 】
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　 ［ 搬 入 工 程 ］

　 加 熱 装 置 ２ ０ か ら 取 り 出 さ れ た 加 熱 状 態 の 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 搬 入 装 置 ３ ０ に よ り 上 型 ４

と 下 型 ５ の 間 に 搬 入 し て 、 第 １ ワ ー ク ２ の 上 に 第 ２ ワ ー ク ３ が 重 な っ た 姿 勢 に す る 。 具 体

的 に は 、 図 ６ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 第 １ ホ ル ダ ３ ２ に 第 １ ワ ー ク ２ を 、 第 ２ ホ ル ダ ３ ３ に

第 ２ ワ ー ク ３ を 各 々 保 持 す る 。 そ し て 、 第 １ 及 び 第 ２ 両 ホ ル ダ ３ ２ ， ３ ３ に 両 ワ ー ク ２ ，

３ を 各 々 保 持 し た 状 態 で 、 フ ィ ー ド バ ー ３ １ を 搬 入 方 向 （ 図 ６ （ ａ ） で は 右 方 向 ） に 横 移

送 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ４ 】

　 図 ６ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ ワ ー ク ２ が 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ の 上 方 近 傍 に 位 置 し

た と き に 、 第 １ ワ ー ク ２ を 第 １ ホ ル ダ ３ ２ か ら 引 き 離 し て 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ の 頂 部

に 投 入 す る 。 こ の と き 、 第 １ ワ ー ク ２ の 第 １ 貫 通 孔 ２ ａ を 下 型 ５ の ピ ン ８ に 嵌 め る 。 そ の

後 、 第 ２ ホ ル ダ ３ ３ に 第 ２ ワ ー ク ３ を 保 持 し た 状 態 で 、 フ ィ ー ド バ ー ３ １ を 搬 入 方 向 （ 図

６ （ ｂ ） で は 右 方 向 ） に さ ら に 横 移 送 さ せ る 。

【 ０ ０ ４ ５ 】

　 図 ６ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ ワ ー ク ３ が 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ 上 に 載 置 さ れ た 第 １

ワ ー ク ２ の 上 方 近 傍 に 位 置 し た と き に 、 第 ２ ワ ー ク ３ を 第 ２ ホ ル ダ ３ ３ か ら 引 き 離 し て 第

１ ワ ー ク ２ の 上 面 に 投 入 す る 。 こ の と き 、 第 ２ ワ ー ク ３ の 第 ２ 貫 通 孔 ３ ｂ を 下 型 ５ の ピ ン

８ に 嵌 め る 。 そ の 後 、 フ ィ ー ド バ ー ３ １ を 搬 入 方 向 と は 反 対 の 方 向 （ 図 ６ （ ｃ ） で は 左 方

向 ） に 横 移 送 さ せ る こ と に よ り 、 搬 入 装 置 ３ ０ を 上 型 ４ と 下 型 ５ の 間 か ら 退 避 さ せ る 。 上

記 搬 入 工 程 に よ り 、 第 １ ワ ー ク ２ の 上 に 第 ２ ワ ー ク ３ が 重 な っ た 姿 勢 に な る 。

【 ０ ０ ４ ６ 】

　 ［ プ レ ス 工 程 ］

　 図 ７ に 示 す よ う に 、 上 型 ４ を 下 降 さ せ る こ と に よ り 、 第 １ ワ ー ク ２ の 上 に 第 ２ ワ ー ク ３

が 重 な っ た 姿 勢 で 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 上 型 ４ の 凹 状 成 形 面 ４ ａ 及 び 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５

ａ に 倣 っ た 形 状 に 成 形 す る 。 な お 、 図 ７ で は 、 下 型 ５ の ピ ン ８ が 省 略 さ れ て い る 。 こ の 場

合 、 下 型 ５ に 嵌 め ら れ た 第 １ ワ ー ク ２ の 外 面 は 、 第 ２ ワ ー ク ３ を ハ ッ ト 状 に 成 形 す る 成 形

面 の 一 部 を 構 成 す る こ と に な る 。 す な わ ち 、 第 ２ ワ ー ク ３ の 上 部 の 下 面 は 第 １ ワ ー ク ２ の

外 面 に 倣 っ た 形 状 に 成 形 さ れ る 。

【 ０ ０ ４ ７ 】

　 ［ 係 合 工 程 ］

　 図 ８ に 示 す よ う に 、 プ レ ス 工 程 の 後 に お い て 、 か し め 工 具 ６ を 上 型 ４ と は 独 立 し て 下 降

さ せ る 。 な お 、 図 ８ で は 、 下 型 ５ の ピ ン ８ が 省 略 さ れ て い る 。 こ の か し め 工 具 ６ の 下 降 に

よ り 、 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ と の 重 な り 部 分 に お い て 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ が 塑 性 変 形

さ れ る 。 こ れ に よ り 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ が 互 い に 塑 性 変 形 さ れ た 、 第 １ ワ ー ク ２ の 塑 性 変 形

部 ２ ｂ と 、 第 ２ ワ ー ク ３ の 塑 性 変 形 部 ３ ｃ と が 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に な る 。

【 ０ ０ ４ ８ 】

　 か し め 工 具 ６ に よ り 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 に し た 後 、 図 ９ に 示

す よ う に 、 冷 却 工 程 に 入 る 前 、 す な わ ち 冷 却 に よ る 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 熱 収 縮 前 に 、 か し め

工 具 ６ を 上 型 ４ と は 独 立 し て 上 昇 さ せ て 、 第 ２ ワ ー ク ３ の 塑 性 変 形 部 ３ ｃ か ら 抜 き 出 す 。

【 ０ ０ ４ ９ 】

　 ［ 冷 却 工 程 ］

　 上 型 ４ と 下 型 ５ に よ っ て 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ を プ レ ス し た 状 態 に お い て 、 上 型

４ 及 び 下 型 ５ の 冷 媒 流 路 １ ３ ， １ ４ に 冷 媒 を 通 す 。 こ れ に よ り 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ は 、 型 冷

却 さ れ て 焼 入 れ 状 態 に な る 。 す な わ ち 、 第 １ ワ ー ク ２ の 塑 性 変 形 部 ２ ｂ と 、 第 ２ ワ ー ク ３

の 塑 性 変 形 部 ３ ｃ と が 互 い に 係 合 し て ず れ な い 状 態 で 両 ワ ー ク ２ ， ３ が 硬 化 す る 。

【 ０ ０ ５ ０ 】

　 ［ 脱 型 工 程 ］

　 上 型 ４ を 上 昇 さ せ て プ レ ス 成 形 品 １ を 脱 型 す る 。 プ レ ス 成 形 品 １ に お い て は 、 第 １ ワ ー

ク ２ の 塑 性 変 形 部 ２ ｂ 及 び 第 ２ ワ ー ク ３ の 塑 性 変 形 部 ３ ｃ が 冷 却 に よ る 熱 収 縮 に よ っ て 、

塑 性 変 形 部 ２ ｂ に 対 す る 塑 性 変 形 部 ３ ｃ の 係 合 が 強 く な る 。
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【 ０ ０ ５ １ 】

　 ［ 溶 接 工 程 ］

　 プ レ ス 成 形 品 １ の 冷 却 後 、 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ の 重 な り 部 分 に 必 要 に 応 じ て ス

ポ ッ ト 溶 接 を 行 な う 。

【 ０ ０ ５ ２ 】

　 ＜ 実 施 形 態 ２ ＞

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 ）

　 本 実 施 形 態 は 、 第 １ ワ ー ク ２ 、 下 型 ５ 及 び か し め 工 具 ６ の 構 成 が 実 施 形 態 １ と 異 な っ て

い る が 、 そ の 他 の 点 に つ い て は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 構 成 で あ る 。 そ こ で 、 以 下 の 説 明 で

は 、 実 施 形 態 １ の 構 成 要 素 と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 場 合 が あ る

。 ま た 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省 略 す る

場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ５ ３ 】

　 図 １ ０ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ ワ ー ク ２ は 、 第 ２ ワ ー ク ３ と の 重 な

り 部 分 に 第 ２ ワ ー ク ３ に 向 か っ て 開 口 し た 係 合 凹 部 ２ ｃ を 有 し て い る 。 な お 、 １ ０ （ ａ ）

で は 、 下 型 ５ の ピ ン ８ 及 び 冷 媒 流 路 １ ３ ， １ ４ が 省 略 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 上 記 重 な

り 部 分 に お け る 第 １ ワ ー ク ２ に 係 合 凹 部 ２ ｃ が 予 め 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ４ 】

　 そ の た め 、 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ の 頂 部 に は 、 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 凹 部 ２ ｃ を 嵌 め る

た め の 下 型 凹 部 ５ ｂ が 形 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ５ 】

　 か し め 工 具 ６ は 、 円 柱 状 金 属 部 材 が 使 用 さ れ る 。 外 径 は 、 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 凹 部 ２ ｃ

の 内 径 か ら 第 ２ ワ ー ク ３ の 厚 み を ２ 倍 し た 長 さ を 引 い た 長 さ と 略 同 一 で あ る 。 先 端 ６ ｂ は

、 略 球 面 状 で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ６ 】

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 ）

　 ［ 係 合 工 程 ］

　 図 １ ０ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 プ レ ス 工 程 の 後 に お い て 、 か し め 工 具 ６ を 上 型 ４ と は 独 立

し て 下 降 さ せ る 。 な お 、 １ ０ （ ｂ ） で は 、 下 型 ５ の ピ ン ８ 及 び 冷 媒 流 路 １ ３ ， １ ４ が 省 略

さ れ て い る 。

【 ０ ０ ５ ７ 】

　 こ の か し め 工 具 ６ の 下 降 に よ り 、 第 ２ ワ ー ク ３ に お け る 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 凹 部 ２ ｃ に

対 応 す る 部 位 が 塑 性 変 形 さ れ て 、 係 合 凹 部 ２ ｃ に 係 合 さ れ る 。 そ し て 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ の

冷 却 に よ る 熱 収 縮 に よ っ て 、 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 凹 部 ２ ｃ に 対 す る 第 ２ ワ ー ク の 塑 性 変 形

さ れ た 塑 性 変 形 部 ３ ｄ の 係 合 が 強 く な る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ５ ８ 】

　 以 上 に よ り 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 特 に 本 実 施 形

態 で は 、 ワ ー ク の 成 形 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。

【 ０ ０ ５ ９ 】

　 ＜ 実 施 形 態 ３ ＞

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 ）

　 本 実 施 形 態 は 、 第 １ ワ ー ク ２ 、 第 ２ ワ ー ク ３ 及 び か し め 工 具 ６ の 構 成 が 実 施 形 態 １ と 異

な っ て い る が 、 そ の 他 の 点 に つ い て は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 構 成 で あ る 。 そ こ で 、 以 下 の

説 明 で は 、 実 施 形 態 １ の 構 成 要 素 と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 場 合

が あ る 。 ま た 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省

略 す る 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ６ ０ 】

　 図 １ １ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 １ ワ ー ク ２ は 、 第 ２ ワ ー ク ３ と の 重 な

り 部 分 に 第 ２ ワ ー ク ３ に 向 か っ て 開 口 し た 係 合 孔 ２ ｄ を 有 し て い る 。 な お 、 １ １ （ ａ ） で

は 、 下 型 ５ の ピ ン ８ 及 び 冷 媒 流 路 １ ３ ， １ ４ が 省 略 さ れ て い る 。 こ の よ う に 、 上 記 重 な り
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部 分 に お け る 第 １ ワ ー ク ２ に 係 合 孔 ２ ｄ が 予 め 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ １ 】

　 第 ２ ワ ー ク ３ は 、 上 記 重 な り 部 分 に お け る 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 孔 ２ ｄ に 対 応 す る 部 位 に

第 １ ワ ー ク ２ に 向 か っ て 開 口 し た 係 合 孔 ３ ｅ を 有 し て い る 。 係 合 孔 ３ ｅ の 孔 径 は 、 第 １ ワ

ー ク ２ の 係 合 孔 ２ ｄ の 孔 径 及 び か し め 工 具 ６ の 外 径 よ り も 小 さ い 。 こ の よ う に 、 上 記 重 な

り 部 分 に お け る 第 ２ ワ ー ク ３ に 係 合 孔 ３ ｅ が 予 め 成 形 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ６ ２ 】

　 か し め 工 具 ６ は 、 円 柱 状 金 属 部 材 が 使 用 さ れ る 。 外 径 は 、 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 孔 ２ ｄ の

孔 径 か ら 第 ２ ワ ー ク ３ の 厚 み を ２ 倍 し た 長 さ を 引 い た 長 さ と 略 同 一 で あ る 。 先 端 ６ ｂ は 、

略 平 面 状 で あ る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ３ 】

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 ）

　 ［ プ レ ス 工 程 ］

　 図 １ １ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 プ レ ス 工 程 に お い て 、 か し め 工 具 ６ を 上 型 ４ と は 独 立 し て

下 降 さ せ る 。 な お 、 １ １ （ ｂ ） で は 、 下 型 ５ の ピ ン ８ 及 び 冷 媒 流 路 １ ３ ， １ ４ が 省 略 さ れ

て い る 。

【 ０ ０ ６ ４ 】

　 こ の か し め 工 具 ６ の 下 降 に よ り 、 第 ２ ワ ー ク ３ に お け る 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 孔 ２ ｄ に 対

応 す る 係 合 孔 ３ ｅ が 塑 性 変 形 さ れ て 係 合 孔 ２ ｄ の 縁 ２ ｅ に 係 合 さ れ る 。 具 体 的 に は 、 第 ２

ワ ー ク ３ の 係 合 孔 ３ ｅ の 縁 ３ ｆ が 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 孔 ２ ｄ の 縁 ２ ｅ に 沿 っ て 内 側 に 折 り

曲 げ ら れ て 互 い に 係 合 さ れ る 。 そ し て 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 冷 却 に よ る 熱 収 縮 に よ っ て 、 第

１ ワ ー ク ２ の 係 合 孔 ２ ｄ の 縁 ２ ｅ に 対 す る 第 ２ ワ ー ク ３ の 係 合 孔 ３ ｅ の 縁 ３ ｆ の 係 合 が 強

く な る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ６ ５ 】

　 以 上 に よ り 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。 特 に 本 実 施 形

態 で は 、 ワ ー ク の 成 形 性 が よ り 一 層 向 上 す る 。

【 ０ ０ ６ ６ 】

　 な お 、 本 実 施 形 態 で は 、 第 ２ ワ ー ク ３ に お け る 第 １ ワ ー ク ２ の 係 合 孔 ２ ｄ に 対 応 す る 部

位 に 係 合 孔 ３ ｅ が 予 め 成 形 さ れ て い る が 、 成 形 さ れ て い な く て も よ い 。 但 し 、 成 形 性 を 向

上 さ せ る 観 点 か ら 、 第 ２ ワ ー ク ３ に 係 合 孔 ３ ｅ が 予 め 成 形 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ６ ７ 】

　 ＜ 実 施 形 態 ４ ＞

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置 ）

　 本 実 施 形 態 は 、 加 熱 装 置 ２ ０ 、 搬 入 装 置 ３ ０ 及 び 取 出 装 置 ４ ０ の 構 成 が 実 施 形 態 １ と 異

な っ て い る が 、 そ の 他 の 点 に つ い て は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 構 成 で あ る 。 そ こ で 、 以 下 の

説 明 で は 、 実 施 形 態 １ の 構 成 要 素 と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 、 重 複 説 明 を 省 略 す る 場 合

が あ る 。 ま た 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 構 成 要 素 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 付 し て そ の 説 明 を 省

略 す る 場 合 が あ る 。

【 ０ ０ ６ ８ 】

　 ［ 加 熱 装 置 ］

　 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 加 熱 装 置 ２ ０ の 加 熱 炉 ２ １ 内 に は 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 上 下 方 向 に

間 隔 を あ け て 載 置 す る た め の 支 持 具 ２ ２ ， ２ ２ が 複 数 段 （ 図 １ ２ で は ２ 段 ） に 配 置 さ れ て

い る 。

【 ０ ０ ６ ９ 】

　 ［ 取 出 装 置 ］

　 図 １ ３ に 示 す よ う に 、 取 出 装 置 ４ ０ の 取 出 台 ４ １ ， ４ １ は 、 図 １ ２ に 示 す 加 熱 装 置 ２ ０

の 加 熱 炉 ２ １ 内 に 載 置 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 間 隔 に 対 応 す る よ う に 、 上 下 方 向 に 間 隔 を

あ け て 複 数 段 （ 図 １ ３ で は ２ 段 ） 配 置 さ れ て い る 。

【 ０ ０ ７ ０ 】

　 ［ 搬 入 装 置 ］
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　 図 １ ４ （ ａ ） ～ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 搬 入 装 置 ３ ０ は 、 第 １ ワ ー ク ２ を 運 搬 す る た め の

ア ー ム ３ ４ ， ３ ４ と 、 第 ２ ワ ー ク ３ を 運 搬 す る た め の 第 ３ ホ ル ダ ３ ５ と を 備 え て い る 。 ア

ー ム ３ ４ ， ３ ４ と 第 ３ ホ ル ダ ３ ５ は 、 図 １ ３ に 示 す 取 出 装 置 ４ ０ の 取 出 台 ４ １ ， ４ １ 上 に

載 置 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 間 隔 に 対 応 す る よ う に 、 上 下 方 向 に 間 隔 を あ け て フ ィ ー ド バ

ー ３ １ に 取 付 け ら れ て い る 。

【 ０ ０ ７ １ 】

　 ア ー ム ３ ４ ， ３ ４ は 、 第 １ ワ ー ク ２ を 長 手 方 向 の 両 端 で 保 持 可 能 に ２ つ 設 け ら れ 、 そ の

基 端 側 ３ ４ ａ ， ３ ４ ａ が フ ィ ー ド バ ー ３ １ に 回 転 可 能 に 支 持 さ れ て い る 。 そ し て 、 ア ー ム

３ ４ ， ３ ４ の 回 転 動 作 に よ り 、 そ の 先 端 側 ３ ４ ｂ ， ３ ４ ｂ で 第 １ ワ ー ク ２ を 取 り 上 げ る 、

保 持 す る 、 又 は 引 き 離 す こ と が 可 能 と な る 。 そ の 他 の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ２ 】

　 （ 熱 間 プ レ ス 加 工 方 法 ）

　 ［ 加 熱 工 程 ］

　 図 １ ２ に 示 す 加 熱 装 置 ２ ０ に よ り 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ 各 々 を 互 い に 重 ね る こ と な く 加 熱 す

る 。

【 ０ ０ ７ ３ 】

　 ［ 取 出 工 程 ］

　 加 熱 さ れ た 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 図 １ ３ に 示 す 取 出 装 置 ４ ０ に よ り 加 熱 装 置 ２ ０ か ら 取 り 出

す 。

【 ０ ０ ７ ４ 】

　 ［ 搬 入 工 程 ］

　 加 熱 装 置 ２ ０ か ら 取 り 出 さ れ た 加 熱 状 態 の 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 搬 入 装 置 ３ ０ に よ り 上 型 ４

と 下 型 ５ の 間 に 搬 入 し て 、 第 １ ワ ー ク ２ の 上 に 第 ２ ワ ー ク ３ が 重 な っ た 姿 勢 に す る 。 具 体

的 に は 、 図 １ ４ （ ａ ） に 示 す よ う に 、 ア ー ム ３ ４ ， ３ ４ を そ の 先 端 側 ３ ４ ｂ ， ３ ４ ｂ が 水

平 方 向 に 対 向 姿 勢 と な る よ う に 回 転 さ せ て 、 こ の 先 端 側 ３ ４ ｂ ， ３ ４ ｂ で 第 １ ワ ー ク ２ の

長 手 方 向 の 両 端 を 持 ち 上 げ て 保 持 す る 。 ま た 、 第 ３ ホ ル ダ ３ ５ に 第 ２ ワ ー ク ３ を 保 持 す る

。 そ し て 、 ア ー ム ３ ４ ， ３ ４ 及 び 第 ３ ホ ル ダ ３ ５ に 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 各 々 保 持 し た 状 態 で

、 フ ィ ー ド バ ー ３ １ を 搬 入 方 向 （ 図 １ ４ （ ａ ） で は 右 方 向 ） に 横 移 送 さ せ る 。

【 ０ ０ ７ ５ 】

　 図 １ ４ （ ｂ ） に 示 す よ う に 、 第 １ ワ ー ク ２ が 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ の 上 方 近 傍 に 位 置

し た と き に 、 ア ー ム ３ ４ ， ３ ４ を そ の 先 端 側 ３ ４ ｂ ， ３ ４ ｂ が 水 平 方 向 に 互 い に 反 対 に 向

く 姿 勢 と な る よ う に １ ８ ０ 度 回 転 さ せ て 、 第 １ ワ ー ク ２ を ア ー ム ３ ４ ， ３ ４ か ら 引 き 離 し

て 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ の 頂 部 に 投 入 す る 。 こ の と き 、 第 １ ワ ー ク ２ の 第 １ 貫 通 孔 ２ ａ

を 下 型 ５ の ピ ン ８ に 嵌 め る 。 そ の 後 、 第 ３ ホ ル ダ ３ ５ に 第 ２ ワ ー ク ３ を 保 持 し た 状 態 で 、

フ ィ ー ド バ ー ３ １ を 下 降 さ せ る 。

【 ０ ０ ７ ６ 】

　 図 １ ４ （ ｃ ） に 示 す よ う に 、 第 ２ ワ ー ク ３ が 下 型 ５ の 凸 状 成 形 面 ５ ａ 上 に 載 置 さ れ た 第

１ ワ ー ク ２ の 上 方 近 傍 に 位 置 し た と き に 、 第 ２ ワ ー ク ３ を 第 ３ ホ ル ダ ３ ５ か ら 引 き 離 し て

第 １ ワ ー ク ２ の 上 面 に 投 入 す る 。 こ の と き 、 第 ２ ワ ー ク ３ の 第 ２ 貫 通 孔 ３ ｂ を 下 型 ５ の ピ

ン ８ に 嵌 め る 。 そ の 後 、 フ ィ ー ド バ ー ３ １ を 搬 入 方 向 と は 反 対 の 方 向 （ 図 １ ４ （ ｃ ） で は

左 方 向 ） に 横 移 送 さ せ る こ と に よ り 、 搬 入 装 置 ３ ０ を 上 型 ４ と 下 型 ５ の 間 か ら 退 避 さ せ る

。 上 記 搬 入 工 程 に よ り 、 第 １ ワ ー ク ２ の 上 に 第 ２ ワ ー ク ３ が 重 な っ た 姿 勢 に な る 。 そ の 他

の 構 成 は 、 実 施 形 態 １ と 同 様 で あ る 。

【 ０ ０ ７ ７ 】

　 以 上 に よ り 、 本 実 施 形 態 に よ れ ば 、 実 施 形 態 １ と 同 様 の 効 果 が 得 ら れ る 。

【 ０ ０ ７ ８ 】

　 ＜ そ の 他 の 実 施 形 態 ＞

　 上 記 各 実 施 形 態 で は プ レ ス 状 態 で の 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 焼 入 れ 硬 化 に 型 冷 却 を 採 用 し た が

、 金 型 （ 上 型 ４ 及 び 下 型 ５ ） か ら 液 状 冷 媒 を プ レ ス 成 形 品 １ に 向 け て 噴 出 さ せ て プ レ ス 成

形 品 １ を 冷 媒 で 直 接 冷 却 す る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ７ ９ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 加 熱 装 置 ２ ０ の 加 熱 炉 ２ １ 内 で 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 同 時 に 加 熱 し て

い る が 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 温 度 が 所 定 温 度 （ オ ー ス テ ナ イ ト 温 度 域 ） 以 上 に 温 度 管 理 で き

れ ば 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ を 同 時 に 加 熱 し な く て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ０ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 取 出 装 置 ４ ０ は 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ 各 々 を 同 時 に 取 り 出 す よ う に 構

成 さ れ て い る が 、 上 記 構 成 で な く て も よ く 、 両 ワ ー ク ２ ， ３ の 温 度 低 下 が ほ と ん ど な く 、

両 ワ ー ク ２ ， ３ を 搬 入 装 置 ３ ０ に 受 け 渡 す よ う に 構 成 さ れ て い れ ば よ い 。

【 ０ ０ ８ １ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 プ レ ス 工 程 の 後 で あ っ て 冷 却 工 程 の 前 に 、 か し め 工 具 ６ を 下 降 さ

せ て い る が 、 搬 入 工 程 の 後 で あ っ て プ レ ス 工 程 の 前 に か し め 工 具 ６ を 下 降 さ せ て も よ い 。

【 ０ ０ ８ ２ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 冷 却 工 程 の 前 に か し め 工 具 ６ を 上 昇 さ せ て い る が 、 冷 却 工 程 の 直

後 に か し め 工 具 ６ を 上 昇 さ せ て も よ い 。 な お 、 冷 却 工 程 の 直 後 と は 、 冷 却 工 程 に 入 っ て 、

冷 却 に よ り 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ と の 重 な り 部 分 の 熱 収 縮 が 開 始 す る ま で を 意 味 す

る 。 但 し 、 か し め 工 具 ６ の 耐 久 性 向 上 の 観 点 か ら 、 冷 却 工 程 の 前 に か し め 工 具 ６ を 上 昇 さ

せ る こ と が 好 ま し い 。

【 ０ ０ ８ ３ 】

　 上 記 各 実 施 形 態 で は 、 ワ ー ク ２ ， ３ は 、 内 パ ッ チ 構 造 で あ る が 、 プ レ ス 成 型 時 に 第 ２ ワ

ー ク ３ が 第 １ ワ ー ク ２ に 追 従 す る 大 き さ で あ れ ば 、 第 １ ワ ー ク ２ が フ ラ ン ジ を 有 す る 断 面

ハ ッ ト 状 の ピ ラ ー 本 体 を 形 成 し 、 第 ２ ワ ー ク ３ が ピ ラ ー 本 体 を 外 側 か ら 補 強 す る 断 面 ハ ッ

ト 状 の 補 強 パ ッ チ （ 言 わ ば 、 外 パ ッ チ 構 造 ） で あ っ て も よ い 。 但 し 、 成 形 性 の 観 点 か ら 、

ワ ー ク ２ ， ３ は 、 内 パ ッ チ 構 造 が 好 ま し い 。 な お 、 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ が 互 い に

全 体 に わ た っ て 重 な っ た プ レ ス 成 形 品 や 、 第 １ ワ ー ク ２ と 第 ２ ワ ー ク ３ 各 々 の 一 部 が 互 い

に 重 な っ た プ レ ス 成 形 品 を 得 る ケ ー ス に も 、 本 発 明 は 適 用 す る こ と が で き る 。

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ ８ ４ 】

１ 　 　 プ レ ス 成 形 品 

２ 　 　 第 １ ワ ー ク 

２ ａ 　 第 １ 貫 通 孔 

２ ｂ 　 塑 性 変 形 部 

２ ｃ 　 係 合 凹 部 

２ ｄ 　 係 合 孔 

２ ｅ 　 縁 

３ 　 　 第 ２ ワ ー ク 

３ ａ 　 フ ラ ン ジ 

３ ｂ 　 第 ２ 貫 通 孔 

３ ｃ ， ３ ｄ 　 塑 性 変 形 部 

３ ｅ 　 係 合 孔 

３ ｆ 　 縁 

４ 　 　 上 型 

４ ａ 　 凹 状 成 形 面 

５ 　 　 下 型 

５ ａ 　 凸 状 成 形 面 

５ ｂ 　 下 型 凹 部 

６ 　 　 か し め 工 具 （ 型 具 ） 

７ 　 　 油 圧 シ リ ン ダ （ 変 位 機 構 ）

１ ３ ， １ ４ 　 冷 媒 流 路 

２ ０ 　 加 熱 装 置 

３ ０ 　 搬 入 装 置 
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４ ０ 　 取 出 装 置 

Ｓ 　 　 熱 間 プ レ ス 加 工 装 置

【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】 【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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